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皆様と共に三十周年をお迎えできました。心よりおめでとうございます。嬉し

ゅうございます。これひとえに聞いてくれよとのご催促、そして解りやすいご法

話のお陰様ですね。

年と共に手足痛く大変です。でも一回でも多く聞かせていただきましょう。寺

族の者も皆様方の力添えを頂きこれからも歩ませていただきます。

日頃ご住職のよく語られる「念仏」「和顔愛語」「有難う」の言葉をしっかりと

私たちの胸にも留め、お浄土へ一歩一歩と歩ませていただきましょうね。南無阿

弥陀仏と大きな声で称えさせていただきましょう。合掌

顧問：高島信枝

婦人会の活動をさせていただくことができ、定例法

話でお聞かせいただいた「人として生まれさせていた

だけたことはこの上ない幸せ」と報恩感謝の心で毎日

生活させていただいております。毎月の例会で皆様と

お会いするのも楽しみで、心安らぐ日々を送らせてい

ただいております。 加藤秀子

婦人会にご縁をいただいてから五年が過ぎました。会長様はじめ、役員の皆様

にいつも優しく見守ってご指導をいただいております。お陰様で何の「こだわり」

もなくお念仏の道を歩み始めることができました。有り難うございます。

毎月八日の定例会を楽しみにしています。知っているようで知らない仏事、聞

法のあり方を会長様よりお聞きし、良い勉強になりました。今では毎月の住職様

から仏法聴聞を戴くことが私の毎月の励みになっています。 大野シヅイ

ご住職様、坊守様はじめ、役員の方々、会員の皆様にはお世話になり感謝の気

持ちでいっぱいです。仏法聴聞させて戴き、心が和むありがたい私の時間です。

たくさんの方々との出会い、楽しくお話を聞かせていただきながら学ぶことばか

りです。心豊かに優しい気持ちでご法話をいただけますように心がけます。

佐藤キヨ

仏様によって皆様とのご縁を結んで戴き、諸先輩の方々のいろいろな生きたお

話を聞かせて戴き、とても考えさせられることばかりです。ご住職様の法話も、

身に染みて恥じ入ることばかりです。祖父母、両親からの手合わせの教えで、お

経は空覚えで唱えられますが中々意味は理解できておりません。これからも親鸞

様の御教えを日々の生活に生かしたいと考えております。 川上クニ子

この三十年は決して平坦な道のりではなかったのでしょうね。私は婦人会にご

縁をいただいて五年経ったところです。

会長さんはじめ、役員さん、そして多くの先人達の努力とご苦労されて築いて

こられた様々のご奉仕活動に頭の下がる思いをいたしております。

お寺の行事に沿って婦人会の年間行事も私はたいした苦労もせずに、毎月八日

の定例会、新年会、親睦旅行、春秋お彼岸法要、お盆のお茶接待、お花販売のお

手伝い、報恩講等、会員相互の輪を大切に本当に楽しく過ごせる幸せを感謝して

おります。

同じ動物の中で「人」だけが「人間」と言えるのは、人は間柄にしか生きられ

ないというご住職の法話を聞かせていただいて、正にその通り、人は支え合って、

親子、友人、種々の間柄で喜んだり、悲しんだり、怒ったりするのだと強く胸を

突きました。これからも仏法聴聞を楽しみながら皆様と支え合い、次の三十五周

年、四十周年を迎えることができればこの上ない喜びでございます。 小林絢子

三十年という長きに渡り、聴聞させていただきまして、皆様の心の中に強く残

っているのはどんなことがあるのでしょうか？住職さんが「あなたは何で生まれ

てきたのですか？」と皆さんに問われました。誰も答えられず困ってしまいまし

た。「何で生まれてきたのかこれから話しますのでよく聞いて下さいね。」とおっ

しゃって「皆さんは弥陀の本願に出会うために生まれてきたのです。」とお話しさ

れました。私は弥陀の本願？・・・弥陀の本願？・・・と心の中で何度も何度も

自問しました。すると、ふぅ～っとそれは聞法しなけ

れば「弥陀の本願」に出会うことはできないのではと

気付かせていただきました。それ以来一席でも多く聞

かせていただこうと努めております。 愚痴いっぱい、

欲望いっぱい、腹立ちいっぱい、煩悩いっぱいの私で

すが、しっかりと阿弥陀様の手の中、特等席に陣取っ

ている私でした。合掌 栗田満江

婦人会会員募集中です！
ぜひ一緒に浄土真宗のお勉強をいたしましょう。座談会も楽しいひとときです。

若い方も当然大歓迎です！体験入会なさいませんか？ぜひお声がけください。

毎月８日午後１時～３時までです。新しいお仲間をお待ちしております。


